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No.3　肺塞栓血栓症傷病者への対応難易度：高

	シナリオの概要

	シナリオの要約（指導者のみの情報）

	肺血栓塞栓症による呼吸困難がある傷病者（仙台さん）に対してのシミュレーション。傷病者は38歳の女性、夫と２人暮らしで子供はいない。現在は市内有名カフェ店で働いている。病院で肥満を指摘されたためダイエット目的で1ヶ月前からジムに通い始めた。小学生の頃から喘息を患っていて、吸入薬を処方してもらっている。付き合っていた頃から生理痛がひどく婦人科で低容量ピルを処方してもらっている。本日スポーツジムで呼吸困難を訴え、トレーナが直ちに救急要請。呼吸は荒く、うつろだが声をかければ返事をする。呼吸困難の原因は肺血栓塞栓症。救急隊は情報収集と観察により、呼吸困難の原因を推測し適切な対応と収容依頼を行う。ポイントは、呼吸困難の原因は喘息発作ではなく肺血栓塞栓症に関連していることに気づき、血栓溶解療法やカテーテル血栓吸引術ができる施設選定ができるかどうかである。またピルの服用から肺血栓塞栓症を発症したと推測できる。

	学習目標とキーポイント

	1． 現場からの通報より疾患を予測し現場活動をプランニングして情報がシェアできる
· 通報から重要なポイントを選定することができる（急な呼吸困難発症・意識はうつろ・呼吸は荒い）
· 重要ポイントから傷病者について疾患を予測できる。
（COPD急性増悪、喘息発作、アナフィラキシー、気道内異物、気胸、肺血栓塞栓症、肺高血圧、心不全、急性冠症候群、など）
· 予測した上で現場活動のプランニングができる。
2． 必要な情報収集および系統的な観察から傷病者の状況が把握できる
· 一次評価を系統的に行い（ABCDEアプローチ）、異常を特定できる。
· ABCDEアプローチでの異常：呼吸数34回/min、脈拍118回/min、SpO2：88％、顔面蒼白、冷や汗、抹消冷感、JCSⅡ-10（常に閉眼しているが受け答えの時には開眼。呼吸苦があり言葉数が少ない）。
· 観察と情報収集（SAMPLE）から疾患を推測し、その根拠を述べることができる。
3． 情報と観察内容より特定行為の有無が判断できる
· 特定行為を実施した理由（または実施しなかった理由を、根拠をもって述べることができる（例：地域のプロトコールで判断した）
4． 傷病者の状態に合わせた病院選定ができ重要な情報を報告できる
· 収容依頼時、伝えなければならない重要と思われる情報を述べることができる



	受講者への症例説明

	覚知　10:40　ジムトレーナーからの通報。スポーツジムで運動中の38歳女性会員が、急に呼吸困難を訴えたため、直ちに救急要請。うつろだが声をかければ返事をする。呼吸は荒い。



	患者情報

	氏名：仙台 静香（センダイ　シズカ）
	性別：女性
	年齢：38歳
	職業：カフェ定員

	身長：157cm
	体重：65kg
	キーパーソン：トレーナ
	診断：肺血栓塞栓症




	SAMPLE

	S （症状）：呼吸困難

	A （アレルギー）：なし

	M （薬物治療）：喘息（サルタノールインヘラー吸入、フルタイド吸入）、子宮内膜症（トリキュラー21内服）、妊娠はしていない

	P （既往歴）：小学生の頃から喘息を患っていて、吸入薬を処方してもらっている。付き合っていた頃から生理痛がひどかったが、3年前から、更にひどくなり、救急車で運んでもらったこともある。その後、婦人科で低容量ピルを処方してもらうようになった。

	L （最終飲食）：朝食（ピザトースト）

	E （イベント：何が起きたか）：ジムのロードランナーを始めてすぐに呼吸苦が発症したためトレーナが119番した。



	シミュレーションンセッション

	Vsの設定
	患者の状態・反応

	テーマ名：
救急隊到着時の状態
	JCS-1。呼吸は荒いく、うつろだが声をかければ返事をする。努力呼吸あり、顔面蒼白、冷や汗、抹消冷感。対光反射3mm/3mm(+/+)
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トレーナ）ジム用のカルテによると、病院で肥満を指摘されたため、ダイエット目的で1ヶ月前からジムに通い始め、ジムへは週に2回程度通っている。小学生の頃から喘息を患っていて、吸入薬（サルタノールインヘラー吸入、フルタイド吸入）を処方してもらっている。3年前から生理痛がひどく婦人科で低容量ピルを処方してもらうようになった。アレルギーはなし。
（酸素投与4ℓ/min以上でSpo2：91％、補助換気で98％まで上昇）

	HR：118
	BP：92/74
	

	SpO2：88%
（酸素投与で90台）
	RR：34
	

	BT：37.2℃
	
	

	肺音：正常
	

	心音：正常
	



	デブリーフィングセッション

	デブリーフィングポイント

	学習目標
	振り返りのポイント

	1． 現場からの通報より疾患を予測し現場活動をプランニングして情報がシェアできる
	通報者からの通報で重要なポイントは何でしたか？
重要ポイントから傷病者についてどの様な疾患を予測しましたか？
予測したうえで、どのような現場活動を行うべきだと考えましたか？

	2． 必要な情報収集および系統的な観察から傷病者の状況が把握できる

	ABCDEアプローチでは特にどこが異常でしたか？
観察結果と家族からの情報を踏まえてどの様な疾患が推測できますか？（呼吸困難の原因は何だと思いますか？）その根拠は？（肺血栓塞栓症を引き起こした要因は？）
このコースでは情報を網羅的に聴取するためSAMPLEを用いていますが、普段の現場活動では、的確に情報を得るために、どの様に工夫されていますか？

	3． 情報と観察内容より特定行為の有無が判断できる
	酸素投与は必要だと思いましたか？
重症度と緊急度はどの様に判断しますか？判断した根拠を述べてください。

	4． 傷病者の状態に合わせた病院選定ができ重要な情報を報告できる
	収容依頼時、伝えなければならない重要と思われる情報は何ですか？
重要な情報をわかりやすく正確に伝えるために、どの様に工夫をしましたか？
この傷病者はどちらの病院に搬送依頼しますか？選定した理由は？
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